
66.1%
“まちづくり”
を行う方が
よい

15.6%

8.3%
その他

10.1%

記入
なし

鈴蘭台幹線の
道路整備のみを
行う方がよい。
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問い合わせ先

地域のまちづくりについて
鈴蘭台幹線整備の方向性

鈴蘭台幹線の整備に際して、道路を整備するだ
けでなく、沿道と周辺地域が一緒になって、ま
ちの防災性の向上、良好なまちなみ形成や、若
者を呼び込むことなどによるにぎわいづくりを目
指した “まちづくり” を行うことも考えられます。
　今回のアンケートの結果では、7 割弱の方が
「鈴蘭台幹線の道路整備とあわせて “まちづくり”
を行う方がよい」と考えています。一方で、「鈴
蘭台幹線の道路整備のみを行う方がよい」と回
答した方も2割弱おられました。

〒650-8570　神戸市中央区加納町 6丁目 5番 1号　
　神戸市 住宅都市局 計画部 まち再生推進課 本田・西岡  TEL│078-322-6634　FAX│078-322-6096
　神戸市 住宅都市局 市街地整備部 市街地整備課 織田・平嶋  TEL│078-322-5525　FAX│078-322-6098

・幹線道路が整備され
て、駅までの交通が
便利になる。

・幹線道路の周辺の道
路や公園等も整備さ
れる。

道路整備とあわせて “まちづくり”を行う場合のイメージ

・幹線道路が整備され
て、駅までの交通が
便利になる。

・幹線道路の周辺の道
路や公園等は整備さ
れない。

道路整備のみを行う場合のイメージ

まちの現状のイメージ

・細い道路や古い建物が多く
なっている。

アンケート調査の概要

　平素は、神戸市政にご協力いただき、ありがとうございます。
　神戸市では、これまで鈴蘭台駅前の再整備を中心にまちづくりを進めてきており、平成
32 年 3 月末までに駅前広場を整備し、駅前の再開発事業に引き続いて、鈴蘭台幹線を整
備する予定となっております。
　整備するにあたって、関係する皆様のご意向を十分に把握しながら進めていきたいと考
えており、鈴蘭台幹線周辺に土地を所有する方々を対象に、アンケートを実施しました。
　この度、結果がまとまりましたのでご報告いたします。ご回答いただいた皆様方におか
れましては、ご協力いただきありがとうございました。
　今後、アンケート結果に関する報告会を開催したいと考えております。具体的な日時・
場所が決まりましたら、追ってご案内申し上げます。

平成 28年 12月
発行 神戸市住宅都市局

調査時期│
回 収 数│

平成 28 年 7 月～ 8 月
109

配布数│136
回収率│80% ※平成 28年 10月現在

配布・回収状況

鈴蘭台幹線周辺まちづくりに
関するアンケ－ト結果の報告

アンケート配布対象区域

再開発区域鈴蘭台幹線

兵庫商業高校

鈴蘭台駅

北区役所

小部小学校



家の前の道路が狭い

鈴蘭台駅へ車で
安全に通行できない高齢化が進んでいる

若い世帯の転入が
少ない

所有する土地が鈴蘭台幹線に抵触する方の3割強は、整備予定区域を売却し残った部分で現在地に残りた
いと考えています。また、移転後も現在地の近辺に残りたい方や土地を売却したい方が、それぞれ 1 割強
ずつおられます。

鈴蘭台幹線に抵触しない方の７割弱が現
在地に住み続けるか土地を所有し続けた
いと考えています。

農地を所有する方については、6 割弱が
売却したい、2 割強が住宅地に変えたい
と考えています。

68.0%
現在地に住み
続ける､または
土地を所有し
続ける土地や建物を

売却したい

整備予定区域に入っている部分は
売却を行い、入っていない部分で、
現在地に残りたい

移転後も現在地の近辺に残りたい

土地をすべて売却したいので、
移転先はいらない

移転後は現在地から
少し離れた場所
（鈴蘭台幹線沿い）
に移りたい

 

土
地
所
有
者
の
今
後
の
意
向
に
つ
い
て

ほぼ８割の方が｢高齢化が進んでい
る」と感じています。また、｢若い
世帯の転入が少ない」と感じてい
る方も５割弱おられます。一方、｢隣
近所の知り合いが減ってきている」
と感じている方は､２割強です。
　このことから､地域コミュニティは
維持されているものの､少子高齢化
が進み､地域の活気が失われつつあ
り､若い世帯が転入しやすい環境づ
くりが必要であると考えられます。

都市基盤［道路、公園、建物など］の現状

46.8%

46.8%

記入なし

その他

古い建物が多く、
防災上問題がある
子どもが安心して
遊べる公園が少ない

60%200 40

14.7%

28.4%

26.6%

7.3%

土地や建物の移転・売却など

「鈴蘭台駅へ車で安全に通行できない」
と感じている方､「家の前の道路が狭
い」と感じている方がそれぞれ５割弱
おられます。また､「古い建物が多く、
防災上問題がある」「子どもが安心して
遊べる公園が少ない｣と感じている方も
3割弱おられます。
　このことから、幹線道路の整備だけ
ではなく、身近な区画道路や公園の整
備、防災への対応も必要であると考え
られます。

79.8%

地域コミュニティの現状

記入なし

その他

隣近所の知り合いが
減ってきている

7.3%

35.8%

22.9%

7.3%

人口が減少し､活気が
失われつつある

100%500

45.9%

所有する土地が鈴蘭台幹線に
抵触しない方のご意向

55.6%
農地を
売却したい22.2%

住宅地に
変えたい

22.2%
その他

農地・生産緑地を
所有する方のご意向

16.0%
その他

4.0%

31.7%

所有する土地が鈴蘭台幹線に
抵触する方のご意向

 

ま
ち
の
現
状
に
つ
い
て

12.2%

記入なし　5.3%

12.2%

29.3%

その他

12.2%

記入
なし

2.4%

6.7%

土地や建物を
所有したままで、
他の場所へ
移ってもよい


